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問1 約1万年以上続いた縄文時代の生活スタイルと、そこで使われた道具の関係について、正しい説明はどれですか。 （2024年　熊本県公

立入試　類似）

1.  磨製石器や弓矢、土器などが使
われ、自然環境に合わせた定住生
活が行われた

2.  青銅器や鉄器が普及したこと
で、大規模な戦争や移動生活が繰
り返された

3.  大型の石造建築が造られ、それ
らを装飾するために精巧な土器が
発達した

4.  文字が発明されたことで、法律
や契約に基づいた高度な都市生活
が営まれた

問2 縄文時代に見られる「土偶」と、後の古墳時代に見られる「埴輪」を比較した説明として、正しいものはどれですか。 （2019年　

山形公立入試　類似）

1.  土偶は、豊かな収穫や安産など
のまじないのために縄文時代に作
られたが、埴輪は古墳の主の供養
や魔除けとして古墳時代に作られ
た。

2.  土偶は、弥生時代に稲作が伝わ
った際に祭祀用として広まった
が、埴輪は縄文時代に集落の守り
神として置かれた。

3.  土偶は、古墳の内部に副葬品と
して納められたが、埴輪は住居跡
から発見されることが多く、日常
的な食器として使われた。

4.  土偶は、大陸から伝わった金属
器の影響を受けて作られたが、埴
輪は日本独自の土器文化から発展
した石製品である。

問3 日本の歴史において、縄文時代に定住生活が始まり、生活が安定する中で普及した、表面をみがいて形を整えた石器を何と呼
びますか。 （2018年　徳島公立入試　類似）

1.  打製石器 2.  磨製石器 3.  青銅器 4.  鉄器

問4 縄文時代の遺跡である貝塚の周辺から発見される、表面に縄目などの特徴的な文様が施された道具について、その主な使用目
的を説明したものとして最も適切なものはどれですか。 （2019年　群馬県公立入試　類似）

1.  採取した木の実などの食料を煮
炊きしたり、保存したりするため
に用いられた。

2.  収穫した稲を長期間蓄えるため
の、貯蔵専用の器として主に用い
られた。

3.  亡くなった人を埋葬する際に、
副葬品として納める祭祀専用の道
具として用いられた。

4.  大陸から伝わった青銅器や鉄器
を加工するための、高温の炉とし
て用いられた。

問5 縄文時代から弥生時代にかけての住居の構造について、地面を掘りくぼめる方法が取られた主な理由として、当時の生活環境
から考えられる説明として最も適切なものはどれか。 （2017年　茨城県公立入試　類似）

1.  床を地面より低くすることで、
室内の温度を一定に保ちやすくす
るため

2.  床を地面から高く離すことで、
収穫した穀物の湿気を防ぐため

3.  大規模な灌漑施設を作る際、土
を掘り出す作業と同時に建築する
ため

4.  仏教の影響を受け、寺院の建築
様式にならって地面に直接柱を立
てないようにするため

問6 縄文時代の人々は、竪穴住居に住み、狩りや漁、採集を行って生活していました。こうした生活の中で、食べた後の貝殻や動
物の骨、役目を終えた石器や土器などが一定の場所に積み重なって形成された、当時の生活を知るための重要な考古学的資料
となる遺跡を何と呼びますか。 （2018年　香川公立入試　類似）

1.  貝塚 2.  古墳 3.  環濠集落 4.  高地性集落

問7 北海道やその周辺地域において、樹皮を加工した繊維で織られた「アットゥシ」と呼ばれる伝統的な衣服や、独自のアイヌ語
といった文化を継承してきた、法律によって日本の先住民族と明記されている人々を何と呼びますか。 （2026年　埼玉公立入試　類似）

1.  アイヌ民族 2.  琉球民族 3.  渡来人 4.  大和民族

問8 縄文時代の人々の暮らしと文化についてまとめた資料によると、当時の人々は磨製石器などの道具とともに、土器を作り始め
ました。縄文時代において、土器が果たした主な役割として適切なものはどれですか。 （2018年　徳島公立入試　類似）

1.  木の実などの食料を煮炊きした
り、保存したりするため

2.  金属を溶かして、より強力な武
器を作るため

3.  大規模な稲作を行うための、種
もみを長期間保管するため

4.  大陸との交易において、貨幣の
代わりとして使用するため

問9 縄文時代において、人々が定住生活を送る中で作り出した遺物のうち、表面に縄目の文様が見られることが多く、食物を煮た
り保存したりするために活用された道具の名称とその特徴として適切なものはどれですか。 （2024年　熊本県公立入試　類似）

1.  高温で焼かれた灰色で硬い、貯
蔵用の須恵器

2.  厚手で黒褐色をしており、低温
で焼かれた縄文土器

3.  薄手で赤褐色をしており、文様
が少なく実用的な弥生土器

4.  古墳の頂上や周囲に並べられ
た、人物や馬の形をした埴輪
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答え合わせ・解説

問1 答え 1
磨製石器や弓矢、土器などが使われ、自
然環境に合わせた定住生活が行われた

縄文時代は、氷河期が終わり温暖になった環境に適応した時代です。すばしっこい小動物を狩るた
めの弓矢や、木の実を加工するための磨製石器、そして食料の加工・保存を可能にした土器など、
新しい道具が登場したことで、一定の場所に留まって暮らす定住生活が可能になりました。

問2 答え 1
土偶は、豊かな収穫や安産などのまじな
いのために縄文時代に作られたが、埴輪
は古墳の主の供養や魔除けとして古墳時
代に作られた。

土偶と埴輪はどちらも人型の土製品ですが、時代と役割が大きく異なります。土偶は縄文時代の狩
猟・採集社会において、生命の誕生や自然の恵みを祈る宗教的な道具として機能しました。一方、
埴輪は古墳時代に現れ、王や有力者の墓である古墳を飾り、その聖域を守る役割や、葬送の儀礼の
ために立て並べられました。

問3 答え 2
磨製石器

旧石器時代には石を打ち砕いただけの打製石器が使われていましたが、縄文時代に入ると用途に合
わせて表面をみがき、形を整えた磨製石器が普及しました。この変化は、定住生活の開始や土器の
使用といった生活様式の大きな転換と密接に関わっています。

問4 答え 1
採取した木の実などの食料を煮炊きした
り、保存したりするために用いられた。

縄文土器の出現は、それまで生で食べていた食料を「煮炊き」することを可能にしました。これに
より、硬い木の実やアクのある植物も食用にできるようになり、食料の「保存」も容易にするな
ど、当時の生活を大きく安定させました。稲作が本格化し、貯蔵用としての機能がより特化してい
くのはのちの弥生時代のことです。また、祭祀に使われることもありましたが、主な用途は生活に
密着した調理や保管でした。

問5 答え 1
床を地面より低くすることで、室内の温
度を一定に保ちやすくするため

竪穴住居は地面を掘り下げることで、外気の影響を受けにくくし、冬の防寒対策としての機能を備
えていました。住居の中央には「炉（ろ）」が作られ、暖房や調理に使われていました。選択肢に
ある「床を高くして湿気を防ぐ」構造は高床倉庫の特徴であり、穀物の保存を目的としたもので
す。

問6 答え 1
貝塚

縄文時代に見られるこの遺跡は、当時の人々が食べ残したカスや壊れた道具を捨てた場所が堆積し
てできたものです。貝殻に含まれるカルシウム成分の影響で、本来なら土中で分解されやすい魚や
獣の骨が保存されやすいため、当時の食生活や自然環境を解明するための貴重な手がかりとなりま
す。

問7 答え 1
アイヌ民族

北海道とその周辺に独自の文化を築いてきた人々で、2019年に施行された「アイヌ施策推進法」に
より、初めて法的に「先住民族」と位置づけられました。樹皮を用いるアットゥシのほか、サケ漁
や狩猟を中心とした生活様式を持ち、自然界のあらゆるものに魂が宿ると考える独自の精神文化を
持っています。

問8 答え 1
木の実などの食料を煮炊きしたり、保存
したりするため

縄文時代、人々は定住生活を送る中で、採集した木の実や捕らえた獲物を調理する必要がありまし
た。土器の出現によって、食料を「煮る」ことが可能になり、それまで食べられなかった硬い食材
が食べられるようになったほか、食料の保存性も高まりました。

問9 答え 2
厚手で黒褐色をしており、低温で焼かれ
た縄文土器

縄文時代の人々は、定住生活を営む中で土器を発明しました。この土器は低温で焼かれるため厚手
で黒褐色になるのが特徴です。煮炊きが可能になったことで、それまで食べられなかった植物の灰
汁（あく）を除いたり、固いものを柔らかくしたりして食べられるようになり、食生活が安定しま
した。


